













































































































① 自然が豊富　　　　　　　＋　① 自然体験が豊富 28（22.8％）
① 自然が豊富　　　　　　　＋　② 自然体験がかなり豊富 18（14.6％）
② 自然がかなり豊富　　　　＋　① 自然体験が豊富 14（11.4％）
② 自然がかなり豊富　　　　＋　② 自然体験がかなり豊富 36（29.3％）
② 自然がかなり豊富　　　　＋　③ 自然体験があまり豊富でない  5（ 4.1％）
③ 自然があまり豊富でない　＋　② 自然体験がかなり豊富  8（ 6.5％）
③ 自然があまり豊富でない　＋　③ 自然体験があまり豊富でない  9（ 7.3％）
③ 自然があまり豊富でない　＋　④ 自然体験が全然豊富でない  2（ 1.6％）
④ 自然が全然豊富でない　　＋　② 自然体験がかなり豊富  2（ 1.6％）
④ 自然が全然豊富でない　　＋　③ 自然体験があまり豊富でない  1（ 0.8％）
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草花遊びの種類 回答者数（％） 草花遊びの種類 回答者数（％）
シロツメクサの冠・首飾り 76（61.8％） カエデの種のプロペラ  8（ 6.5％）
どんぐりごま・やじろべえ 74（60.2％） スズメノテッポウの笛  6（ 4.9％）
笹舟 64（52.0％） マツカサのけん玉  5（ 4.1％）
オオバコの相撲 57（46.3％） ヒラギの風車  4（ 3.3％）
タンポポの指輪・腕飾り 53（43.1％） オシロイバナのパラシュート  4（ 3.3％）
ナズナの鈴 44（35.8％） アシとばし  3（ 2.4％）
カラスノエンドウの笛 36（29.3％） クズの鉄砲  3（ 2.4％）
エノコログサの毛虫 34（27.6％） ツツジの首飾り  3（ 2.4％）
ジュズダマのマラカス 15（12.2％） ススキのミミズク  1（ 0.8％）







豊富 かなり あまり 全然 豊富 かなり あまり 全然
12 1人 1人  5 16人 6人  5人 5人
11 1人 1人  4 15人 6人  9人
10 2人 2人  3 19人 6人 11人 2人
 9 5人 3人 2人  2 19人 7人  9人 3人
 8 7人 4人 3人  1 12人 2人  6人 2人 2人
 7 9人 2人 5人 2人  0 8人 1人  3人 3人 1人



























できる おそらくできる おそらくできない できない
1 人（0.8％） 7 人（5.7％） 93人（75.6％） 22人（17.9％）
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ミニトマト・ダイズ（エダマメ）が 7 社、キュウリ・ナスが 6 社、ピーマンが 5 社、トウモロコシ・サ
ツマイモが 3 社、オクラ・ジャガイモが 2 社、インゲンマメ・カボチャ・ニガウリが 1 社であった。ホ
ウセンカについては、理科の 3・6 学年で、ヘチマは 4 学年での教材として活用されていることが栽培経
験につながっていると考えられる。イネも小学校高学年で社会科との関連で活用されていたようである。
サツマイモは幼稚園・保育園での芋掘り体験等の行事として活用されていたようである。
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